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史実と民間伝承のあいだ
――古代社会に早池峰山を開いた一猟師を縁とする交流実現のために――
立 花 靖 弘
Between Historical Fact and Folklore
 
To realize a good relationship between two cities based on the old stories
 




The exchange between two cities is going on based on not only historical fact but folklore.This
 
exchange is also important from the point of view of understanding both history and human deeply.














































































































































































































































































































































































































































































お わ り に
今日，世界いたるところで平和を破壊する争い
が絶えない。身近な日常生活でも新聞・テレビが
伝える寒々とした人間の行為（殺人，暴行，詐欺，
侮蔑，無関心，…）を見せられ続ける。それらは，
潜在的な人間への不信感となって底流を流れかね
ない。日常的な人間不信は，「そもそも人類は恒久
平和など築くことはできないのだ」と平和的社会
進歩への根強い懐疑心を支える。
そのようなとき，遠く長い歴史の道のりを，「史
実」だけではなく，それを伝説で彩って希望を託
し伝えてきた無数の人々のおもいを想像すること
は大切なことではないか。人間は，共感し協力す
ることができ，自己の命をいとおしむと同時に他
者のために自己犠牲的に行動することもまたでき
る。歴史のなかに，そのような民衆の肯定的な人
間観をみるためには，学習による想像力の涵養が
欠かせない。混迷の現実ではなおさらである。ジョ
ン・レノンの「イマジン」は問いかける。人間は，
恒久平和を築く力をもっている，そのことを想像
してみようじゃないかと。
本稿は，歴史を専門としない筆者に，それとな
く役小角（役行者）を話題にしつつ動機づけてく
ださった小野博敏教授と，粘り強い文献収集で知
的火を絶やさないよう見守ってくださった図書館
ライブラリーセンター長藤澤みどりさんをはじめ
スタッフのみなさんのおかげでできたものです。
本稿が示そうとした意図にふさわしく，これらの
方々との共感を共有しつつ共同作業をさせていた
だいた気持ちで筆をおくことができる幸せを記し
感謝の意とする次第である。
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